
戦
後
の
食
糧
事
情

敗
戦
で
日
本
の
食
糧
供
給
基
地
で
あ

っ
た
朝
鮮
、
台
湾
、
満
州
を
喪
失
、
百
五

十
万
人
と
も
い
わ
れ
る
海
外
引
揚
者
に

よ
り
消
費
人
口
が
増
大
、
我
が
国
の
食
糧

事
情
は
逼
迫
の
状
態
に
陥
り
一
千
万
人

餓
死
説
が
流
布
さ
れ
た
。

我
々
、
子
供
の
頃
に
は
、
田
ん
ぼ
の
コ

メ
は
反
別
割
り
で
供
出
、
学
校
の
運
動
場

に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
作
っ
た
り
、
イ
ナ
ゴ

捕
り
が
宿
題
だ
っ
た
。
捕
っ
た
イ
ナ
ゴ
は

翌
朝
学
校
に
も
っ
て
い
き
、
学
校
で
は
大

釜
で
茹
で
て
、
天
火
干
し
に
し
て
、
カ
マ

ス
に
入
れ
、
動
物
蛋
白
源
と
し
て
出
荷
、

学
校
収
益
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
今
で
思
え

ば
、
貧
し
い
時
代
を
強
い
ら
れ
た
経
験
も

懐
か
し
い
。

棚
田(

千
枚
田)

を
み
て
も
不
動
沢
の

山
付
き
な
ど
、
水
が
引
け
る
と
こ
ろ
は
田

ん
ぼ
に
開
墾
、
細
尾
前
や
佐
賀
、
十
王
堂

付
近
は
減
反
政
策
施
行
の
四
十
六
年
頃

ま
で
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
拡
幅
、
コ
メ
増
産

に
費
や
し
て
い
た
。
に
も
、
関
わ
ら
ず
こ

の
よ
う
な
猫
の
額
の
よ
う
な
山
間
地
ま

で
も
、
コ
メ
の
生
産
調
整(

毎
年
二
割
削

減)

の
割
り
付
け
が
五
年
間
実
施
さ
れ
た
。

当
時
、
千
二
百
九
十
六
枚(

昭
和
四
十

年
、(

舜)

が
通
勤
時
に
数
え
た
枚
数)

約

十
一
㌶
が
、
平
成
三
年
に
は
三
百
七
十
三

枚
、
現
在
は
地
域
の
宝
と
し
て
地
元
耕
作

者
や
千
枚
田
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
が
保

全
管
理
に
日
々
、
頑
張
り
四
百
二
十
枚
、

三
・
六
㌶
が
保
全
管
理
さ
れ
て
い
る
。

米
の
生
産
調
整
政
策
の
経
緯

生
産
調
整
政
策
は
、
昭
和
四
十
年
代
前

半
に
顕
在
化
し
た
米
の
生
産
過
剰
と
古

米
在
庫
の
累
積
を
背
景
と
し
て
、
昭
和
四

十
四
年
度
に
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
が
最
初
で
あ
る
。
翌
四
十
五
年
度
に
は
、

生
産
調
整
目
標
量
を
百
万
ト
ン
と
す
る

緊
急
避
難
的
な
措
置
が
と
ら
れ
た
。
四
十

六
年
度
以
降
は
、
米
の
生
産
過
剰
が
一
過

性
的
で
は
な
く
構
造
的
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
判
断
か
ら
、
生
産
調
整
の
目
標
量

を
定
め
、
複
数
年
に
亘
っ
て
集
中
的
に
実

施
す
る
対
策
と
し
て
本
格
的
に
進
め
ら

れ
た
。

稲
作
転
換
対
策

（
昭
和
四
十
六
～
五
十
年
度
）

最
初
の
対
策
で
あ
る
稲
作
転
換
対
策

は
、
水
田
の
休
耕
と
転
作
の
二
本
立
て
で

進
め
ら
れ
た
が
、
石
油
危
機
等
に
よ
る
経

済
混
乱
が
起
こ
る
と
、
食
料
の
安
易
な
海

外
依
存
で
は
な
く
自
給
の
向
上
が
重
要

と
の
認
識
か
ら
、
昭
和
四
十
八
年
度
限
り

で
休
耕
奨
励
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
、
転

作
中
心
の
内
容
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

稲
作
転
換
制
度
は
今
年
が
最
終
年
度
で
す

鳳
来
町
報(

昭
和
五
十
年
七
月
号)

政
府
の
総
合
農
政
施
作
と
し
て
、
奨
励

さ
れ
て
き
ま
し
た
米
生
産
調
整(

稲
作
転

換)

は
、
今
年
度
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
稲
作
転
換
希
望
農
家
は
四
百

五
十
五
戸
、
面
積
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

町
の
目
標
面
積
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

上
ま
わ
る
大
勢
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
稲
作
転
換
制
度
は
単
な
る
米
の
減
産

の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
本
来
の
こ
の

制
度
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し

て
計
画
さ
れ
た
農
業
経
営
が
な
さ
れ
て

い
る
か
一
度
ふ
り
返
っ
て
み
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
七
月
中
に

調
整
水
田
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

原
文
掲
載

都
市
近
郊
か
ら
訪
れ
る
輩
が
、
「
休
耕

地
が
多
い
」
と
か
、
「
千
枚
田
は
荒
れ
て

し
ま
う
」
、「
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
、
事

情
も
知
ら
ず
に
、
勝
手
な
推
測
が
飛
び
交

っ
て
い
る
が
、
冗
談
じ
ゃ
あ
な
い
、
コ
メ

余
り
対
策
と
し
て
梅
や
シ
キ
ミ
、
花
木
な

ど
を
奨
励
さ
れ
て
転
作
し
た
も
の
の
、
い

ざ
、
出
荷
し
て
も
荷
余
り
状
態
で(

そ
り

ゃ
あ
そ
う
だ
よ
、
日
本
中
が
稲
作
転
換
で

花
木
を
作
っ
と
ち
ゃ
、
売
れ
る
訳
が
な
い

じ
ゃ
ん
か
ん)

皆
ん
な
怒
っ
て
抜
い
で
し

ま
っ
た
か
ら
今
の
千
枚
田
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
今
、
田
ん
ぼ
の
中
に
梅
や
栗
、
シ

キ
ミ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば

事
情(

転
作
作
物)

が
判
る
し
、
百
姓
は
ど

れ
だ
け
国
の
政
策
に
振
り
回
さ
れ
、
如
何

に
泣
か
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
か
、
ち
っ
た

あ
、
判
っ
て
も
ら
い
た
い
も
ん
だ
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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こ
ど
も
農
学
校

六
月
二
十
三
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
主
催
の

体
験
型
の
農
業
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も
農
学

校
」
の
子
供
た
ち
四
十
七
人
が
山
崎
俊
彦

さ
ん(

全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト)

を
講

師
に
棚
田
の
生
物
を
調
べ
た
。
網
や
バ
ケ

ツ
を
手
に
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
タ
ニ
シ

を
捕
ら
え
、
田
ん
ぼ
の
生
物
の
状
況
を
観

察
し
た
。

Ｊ
Ａ
愛
知
東
Ｈ
Ｐ
よ
り

校
外
学
習

七
月
十
三
日

鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生
は
、
最
近
頻
繁

に
発
生
す
る
地
震
、
風
水
害
な
ど
自
然
災

害
に
備
え
、
過
去
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ

た
大
代
の
山
崩
れ
の
お
話
を
聞
き
た
い

と
子
供
た
ち
が
決
め
、
お
願
い
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、(

舜)

の
げ
な
げ
な
噺
よ
り
、
先

祖
が
災
害
に
遭
っ
た
高
橋
庄
一
さ
ん
、
高

橋
伸
治
さ
ん
、
夏
目
宏
一
さ
ん
に
お
願
い

し
た
。
山
津
波
は
明
治
三
十
七
年
七
月
十

日
、
午
前
十
一
時
頃
、
四
谷
大
代
の
鞍
掛

飛
び
渡
り
で
山
崩
れ
が
起
こ
り
、
天
王
川

沿
い
の
民
家
を
一
気
に
押
し
流
し
、
約
六

百
㍍
下
方
へ
流
れ
出
し
た
。

死
者
十
一
人
、
け
が
三
十
四
人
、
家
・

木
戸
四
、
釜
屋
一
軒
、
隠
居
屋
三
戸
、
馬

二
頭

(

海
老
風
土
記
よ
り)

先
祖
が
被
災
に
遭
っ
た
方
た
ち
の
お

話
や
災
害
場
所
か
ら
検
証
す
る
と
、
ナ
ギ

元
の
山
崩
れ
で
栃
ノ
木
が
倒
れ
、
ダ
ム
化

(

沢
の
水
が
止
ま
っ
た)

、
そ
れ
が
決
壊
し

て
山
津
波(
鉄
砲
水)

と
な
り
、
一
気
に
家

屋
を
押
流
し
た
よ
う
で
あ
る
。
家
屋
流
失

付
近
の
畑
や
石
垣
、
井
戸
も
そ
の
ま
ま
で
、

家
だ
け
が
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
た
模
様
。

酒
屋
の
荒
太
郎
サ
は
山
津
波
の
前
を
走

っ
て
逃
げ
、
助
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

等
々
、
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち
は
、
生
々

し
い
お
話
が
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

巷
で
は
、
四
谷
の
千
枚
田
は
何
回
も
起

き
た
山
崩
れ
を
復
元
さ
れ
、
な
ど
、
至
極

ご
も
っ
と
も
な
話
が
流
布
し
て
い
る
が
、

地
元
の
者
と
し
て
、
過
去
に
山
崩
れ
で
千

枚
田
が
流
さ
れ
た
、
と
か
、
山
崩
れ
の
跡

を
復
田
し
た
。
な
ど
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と
も
な
い
し
、
知
ら
な
い
。

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
が
咲
き
だ
し
た

平
成
十
二
年
頃
ま
で
は
連
谷
の
里
や

千
枚
田
の
あ
ち
こ
ち
に
地
域
の
花
と
し

て
咲
き
誇
っ
て
い
た
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ

も
イ
ノ
シ
シ
の
拡
大
で
消
滅
の
危
機
に

晒
さ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
は
や
ぁ
あ
、
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ

リ
の
球
根
が
大
好
物
で
の
ん
、
ツ
ボ
ミ
や

花
の
咲
い
た
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ
、
の
ぞ
き

に
来
り
ゃ
あ
が
っ
て
の
ん
、
そ
い
で
、
花

が
散
っ
ち
ゃ
う
と
球
根
が
旨
く
な
る
の

を
知
っ
と
っ
て
の
ん
、
食
べ
に
く
る
だ
ぞ

ん
。
わ
し
よ
り
頭
が
い
い
し
、
ま
ぁ

ふ

ん
と
ぅ
に
、
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
ん
。

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
の
名
称
は
標
準
和

名
ヤ
マ
ユ
リ
の
地
方
名
で
ヨ
シ
ノ
ユ
リ

(

吉
野
山)

、
エ
イ
ザ
ン
ユ
リ(

比
叡
山)

、

ハ
コ
ネ
ユ
リ(

箱
根
山)

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
名
を
持
っ
て
い
る
。

鳳
来
寺
百
合
の
名
は
、
飯
沼
慾
斎
著
「
草

木
図
説
」
草
部
二
十
巻
の
巻
五(

一
八
五

六)

、
ま
た
、
梅
村
甚
太
郎
著
「
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
・
鳳
来
寺
山
植
物
誌
」(

一

九
三
五)

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

四
谷
の
千
枚
田
が
教
科
書
に

「
特
別
教
科

道
徳
」
副
読
本

愛
知
県
版

明
る
い
心

六
年

写
真
で
知
ろ
う

大
切
に
し
た
い
愛
知
の
風
景

美
し
い
自
然
の
風
景
も
、
人
の
手
と
心

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
何

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

四
谷
の
千
枚
田(

新
城
市
四
谷
地
区)

多
く
の
田
ん
ぼ
が
階
段
状
に
並
ぶ
棚
田
。

山
地
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

今
後
の
予
定

・
七
月
十
七
日
、
市
立
舟
着
小
学
校
の
千

枚
田
自
然
探
訪

・
七
月
二
十
一
日
、
連
谷
老
人
ク
ラ
ブ
研

修
旅
行

・
七
月
二
十
三
日
、
新
城
市
環
境
基
本
計

画
策
定
委
員
会
へ
出
席

行

平
成
三
十
年
七
月
二
十
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二
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